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＜外来情報＞

· 赤坂　順市様～1/6から外泊するとの事で、2週間分の薬を処方している。

再度、糖尿病について説明し(採血の結果も含め)外泊中、母に調理方法などについて聞いてくることが良いとアドバイス。頑張って、食事制限することも指導。本日　体重108kg。(先週より2kg減)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・松永　勘五郎様～昨日は大掃除の為、蕎麦作りはなかったとの事。眩暈・立ちくらみはなく、調子は良いとの事。昼食は「弁当。」と話している。正月に何かご馳走を作るのか問われ「特に…」と俯いている。実家には帰りますか?には手を横に振っている。

＜その他外来情報＞

・三浦　幸一様～前回処方の睡眠薬のせいか、頭がぼやっとするとの事で、睡眠薬を変更している。
・村松　茂治様～嘔気なくなり、食事・睡眠もとれ、気持ちは楽になったとの事。飲酒しない事を再度説明し点滴施行している。
・李澤　亘様～新患。32歳。てんかん。埼玉県内の精神科病院で、てんかんの診断で治療を受けていた。平成19年5月七戸町に帰郷したが、それ以降治療中断。時々、発作を起こす事があり、通院治療目的で受診。前病院から処方されていた抗てんかん薬を処方。きちんと飲み続ける事が重要と説明。

・新堂　寿子様～母のみ受診。本人の運転する車に同乗したが、かなり乱暴に運転したり、独語やにやつき・頷いている様な感じが見られたり、夜中に外出したりと不規則な生活をしているとの事。受診時、本人に生活状況を確認し、必要であれば服薬調整もしていく事を説明。









